
 

 

 

 

 

 

 

 

後期学校評価と次年度の取組について（お知らせ） 

今年度は「自他のよさを認め、よりよい学校生活をつくり

だす子どもの育成 ～表現力の高まりを目指して～」を重点目

標とし、教育活動を進めております。12月の各種アンケート

結果等をもとに、後期学校評価を実施しました。その結果と

これからの取組の概要をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知育」「徳育」「体育」については、次のとおりです。 

 

 
 

                                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知育（確かな学力）－基礎基本を身に付け、深く考える子どもの育成－ 

【成果目標に対する評価】      ※肯定的回答が 80%以上はＡ、70％以上 80%未満はＢ、70％未満はＣ 

成 果 目 標 
評  価 

後期  

① 家庭学習に取り組んでいる（児童） 

② 学力がつくように熱心に教えてくれる 

（児童） 

 Ａ ①②③ともに高い肯定的評価を維

持しています。一人一人の児童に寄

り添った指導支援に努めていること

が評価に表れています。 ③ 適切な学習指導がなされている（保護者） Ａ 

④ 家庭学習に取り組んでいる（保護者） Ｃ 

④については、①の児童の自己評

価と比べて、保護者評価が低い傾向

が見られます。学校で改めて指導

し、家庭と連携していきます。 

 

学校評価－２学期の教育活動と児童の様子 
 

○見附市の教育理念、「ふるさと見附を愛する子ども」「世に役立つことを喜びとする子ども」の

具現に向けた、ふるさとを思う気持ち、人の役に立つ人間になりたいという気持ちが強い児童

がとても多いです。特に「自分の住んでいる地域や見附のことが好き」という児童は 100％で

した。「共創郷育」の成果の表れと捉えています。 

〇「家庭学習」や「すっきり起きる」の面で課題が見られることから、学校と家庭の連携を大切に

する必要があると捉えています。 
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杉の子

【今後に向けて】 
○家庭学習が充実するよう、学校でのプランニングの時間を十分確保したり、家庭学習の内容

や方法を紹介したりする等、自分に合った学習方法がより身に付くようにしていきます。 

○複式教育、少人数学級のよさを生かし、より一層、児童が、主体的に学び、学ぶ楽しさを味わ

えるよう、指導方法等を工夫していきます。特に、個別の支援の充実を図ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後に向けて】 
○学校行事や学習においても、見附第二小学区やふるさと見附のよさが実感できるよう、総合

的な学習の時間「杉の子プラン」をもとに、見附第二小でしかできない、見附第二小だから

できる取組を、保護者、地域の方と協働しながら進めていきます。 

○互いのよさを見付け合える教育活動を工夫することで、自己有用感を高めていきます。 

○「キャリア・パスポート」を活用し、保護者からもコメントを書いていただくなど、がんば

りや成長を確認、自覚させ、互いを認め合える関係づくりに力を入れていきます。 

２ 徳育（豊かな心）－自他を大切にのびのびと生活する子どもの育成－

 

 

３ 体育（健やかな心身）－自分の健康・元気を自分でつくる子どもの育成－

 

 
【成果目標に対する評価】          ※肯定的回答が 80%以上はＡ、70％以上 80%未満はＢ 

成 果 目 標 
評 価 

後期  

①  睡眠を８時間以上している（児童） Ｂ 
①②について、今年度は特に、睡眠の

質の向上を図るため、家庭と連携して取

り組んでいます。今後も家庭と連携して、

元気な心と体の育成を図る必要があると

考えます。 
②  すっきり起きることができる（児童） Ｃ 

③  体育の授業が好き（児童） Ａ 

③の肯定的評価は、全校体育で方法や

ルールを工夫し、楽しく体を動かす経験

を積むことができた成果であると捉えて

います。 

 

【成果目標に対する評価】            ※肯定的回答が 80%以上はＡ、70％以上 80%未満はＢ 

成 果 目 標 
評 価 

後期  

① ふるさとが好き（児童） A 
①②③の肯定的評価について

は、学校行事や生活科、総合的

な学習の時間に、地域環境を生

かし、保護者や地域の方と関わ

りながら、学習を進めることが

できたことが評価に表れている

と捉えています。 

② 人の役に立つ人間になりたい（児童） A 

③ 地域の特色を生かした学校づくりを進めている 

（保護者） 
A 

④ 自分にはよいところがある（児童） Ｂ 
④では、自己肯定感が低下して

いる児童が見られます。 

 

【今後に向けて】 
○「すっきり起きることができない」その原因について、子ども自身が生活習慣を振り返る機会を

設定し、改善に向けた生活を意識して過ごすことができるよう指導していきます。 

○体育の授業では、自分の頑張りや成長・改善点が実感できるようになってきています。さら

に体力の向上に向けて、つけたい力を明確にして指導していきます。 


